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防災研究所の防災情報を検索・発信する新システム開発に向けて 
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・ 定期刊行物発刊（年報や Newsletter、研究報告書等）の登録作業の効率化 
・ 発表講演や研究集会等のイベント情報の防災研究所 HP への掲載申し込みと
の連動（申し込みと同時に登録も行うような仕組み） 














 ２でも述べたように、膨大な防災情報を管理し、防災研究所の HP に訪れたユー
ザが防災情報を効率よく検索し閲覧するには、検索対象となる防災情報のメタデー
タが整理され、適切に分類されている必要がある。この整理・分類の手法としては、
以下の 6 つの視点で行っている。 
（1） ダブリンコアに準拠した形でのメタデータの作成 
（2） データタイプ（XMDB に準拠） 
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ロパティ情報の記述に使用される語彙の標準仕様（デファクトスタンダード）であ




















































表 2 防災情報検索システムにおけるデータタイプ（XMDB に準拠） 
Japanese English 例 
文書 Document 研究・調査報告書、論文など 
静止画像 Image 被災現場写真、ハザードマップなど 
音声 Audio 研究集会や災害に関連した音声 
動画 Video 災害発生時、講演の様子などの動画 
インターネット Internet Web サイトやインターネット上の情報など 
モデル Model 研究に関するモデル、公式など 
研究 Study プロジェクト、研究、実験の内容など 
基礎データ Data 実験結果、観測データなど 
イベント Event 研究集会の開催内容や突発災害情報など 
地理情報 Geospatial 観測地点、災害発生場所など 
人物 Person 現職の研究者情報（職員総覧）など 
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ョンアップを繰り返し、最新版は第 9 版である。 
 分類方法は、分類に 0-9 の数字のみを用い、大から小に向かい順次 10 ずつの項






























図 2 GoogleMaps を利用した防災情報検索システム 
 - 59 -
図 2 は、位置情報を利用した仕組みの一例であるが、近年発達してきた情報技術















































タイトル、著作者を主軸として、Subject や Description といったそれ以外の情報
に対しての検索は、フリーワードを使用しての検索時に行っている（図 3 参照）。 
 
（2）データタイプによる絞込み（実装済） 
 テキスト検索に加え、データタイプを指定して絞込み検索ができる（図 4 参照）。









図 3 テキスト検索   図 4 データタイプによる絞込み検索 
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（3）NDC（主題）検索（未実装） 





図 5 NDC 検索テスト版 
 
（4）場所検索（未実装） 






図 6 場所検索イメージ 








図 7 時間検索 
 
（6）災害検索（未実装） 







図 8 災害検索テスト版 







NDC が割り振られていれば、その NDC から京大図書館にある書籍をクリックするだ


































図 10 京都大学蔵書検索との連携 
 
６．まとめ 
２～５において、過去、そして未来の防災情報を検索・発信するシステムについ
て現状と今後の方針等について記載したが、基盤とするデータベースシステムはま
だまだ完全とはいえず、時間と人員が足りない新規データ入力や更新、訂正につい
ての対策の課題は依然として残っている。今後は、研究者が調査、研究報告の過程
でコンテンツが登録できるような仕組みや、登録時の入力や登録後の資産利用の効
率性が高い情報発信システムの構築を目指していきたいと考えている。このことが、
地域社会への防災研究の理解が深まる手助けとなり、研究者自身の情報発信や教育
への相乗効果を生み、防災情報検索システムが将来的に防災研究の発展と共に災害
被害への軽減の手助けになることを望んでいる。 
このシステム構築を進めるにあたっては、これまで、前平野室長やプロジェクト
リーダーである林晴男先生をはじめ、辰己様、吉田室長、三浦様、高山様、和田様
ほか、技術室の皆様、教員・研究員・附属図書館員の方々、手伝って頂いた非常勤
職員などの多くの皆様方のご協力を頂いております。ここに記して心より厚く御礼
申し上げます。 
クリックするだけで、その防災
情報の関連書籍が図書館蔵書
から検索できる。 
図は、NDC519.9（防災科学，防
災工学）に関連する書籍を検索
している。 
